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４
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各
１
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1１　

①　

「
世
間
」
と
は
「
世
の
中
」
の
こ
と
。

　
　

② 　

「
探
」
の
音
読
み
は
、
「
タ
ン
」
で
あ
り
、
「
探
求
（
さ
が
し
求
め
る
こ
と
）
」
「
探
測
（
気

象
・
天
体
な
ど
の
様
子
を
機
器
を
使
っ
て
観
測
す
る
こ
と
）
」
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

　
　

③ 　

「
払
」
の
音
読
み
は
、
「
フ
ツ
」
で
あ
り
、
「
払
拭
（
す
っ
か
り
取
り
除
く
こ
と
）
」
な
ど
の

熟
語
が
あ
る
。

　
　

④ 　

「
理
屈
」
に
は
「
物
事
の
筋
道
や
道
理
」
と
い
う
意
味
の
他
、
「
無
理
に
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ

た
論
理
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
。

２ 　

「
戦
々
恐
々
」
の
対
義
語
に
は
「
大
胆
不
敵
」
以
外
に
も
「
泰
然
自
若
（
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
て

い
て
平
常
と
変
わ
ら
な
い
様
子
）
」
が
あ
る
。

３ 　

そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
を
楷
書
で
書
く
と
、
ア
「
除
」
、
イ
「
牧
」
、
ウ
「
級
」
、
エ
「
板
」
、
オ

「
移
」
と
な
り
、
ア
は
十
画
、
イ
と
エ
は
八
画
、
ウ
は
九
画
、
オ
は
十
一
画
と
わ
か
る
。
「
送
」
は
九

画
な
の
で
、
画
数
が
同
じ
も
の
は
ウ
「
級
」
で
あ
る
。

４ 　

イ
「
重
要
な
」
は
、
言
い
切
り
の
形
（
～
だ
）
に
変
え
て
も
「
重
要
だ
」
と
な
り
意
味
が
通
る
の
で
、

連
体
詞
で
は
な
く
形
容
動
詞
で
あ
る
。
ウ
「
な
い
」
は
「
思
え
な
い
」
を
「
思
え
ぬ
」
と
し
て
も
意
味

が
通
る
の
で
、
形
容
詞
で
は
な
く
「
打
ち
消
し
の
助
動
詞
」
で
あ
る
。

５ 　

六
行
目
「
意
思
や
至
高
を
伝
え
」
の
「
至
高
」
が
誤
り
で
あ
る
。
「
や
」
と
い
う
並
列
助
詞
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
意
思
」
と
似
た
よ
う
な
意
味
を
持
つ
「
思
考
」
が
適
当
だ
と
わ
か
る
。

６ 　

「
理
解
し
」
の
後
に
あ
る
、
意
志
の
助
動
詞
「
よ
う
」
は
、
五
段
活
用
以
外
の
動
詞
の
未
然
形
に
接

続
す
る
た
め
、
「
理
解
し
」
は
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
「
理
解
す
る
」
の
未
然
形
で
あ
る
。
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